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しんぶんを通して、人の ・平和の ・話の など限りない に出会いたい…そんな を伝えていきます。   

（生活創造応援隊 一同） 

 

版の会 金澤 岩雄 

市川町上牛尾の船坂トンネルの手前を左

折。笠形山への登山道を行くと、笠形神社の

石の大鳥居を抜け、杉の木立の坂道を登って

いくと、パッとひらけた棚田の上に天に向か

ってつきさすような巨木がある。 

下から見ると、２本の大木が笠形山を背景

に両立しているように見える。 

県下最大・県指定天然記念物で、推定 500

年とみなされる巨木のコウヤマキは、播磨富

士の愛称で呼ばれている笠形山の山腹にある

笠形寺にあります。  

笠形寺は、昭和 21 年に兵庫県に合併する

まで播磨の国大字瀬加村と呼ばれ、現在の市

川町牛尾地区にあります。 

笠形寺の開基は白雉年間（650～654 年）

にされたと言われ、遠く天竺（中国）から渡

ってきた仙人が開祖とされています。 

コウヤマキ（笠形寺） 
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笠形寺のコウヤマキは、穏やかは日を浴びて立って

います。根の周りは 8.8ｍと案内板にあり、高さは 21

ｍ、張り出した枝は東西が 11.6ｍ、南北が 11.2ｍと

言われています。この県下最大と言われるコウヤマキ

は、昭和 52 年に県指定天然記念物になっています。 

コウヤマキは、日本特産の常緑樹で東北から九州に

かけて分布し、高野山に多いことからその名がつけら

れたと言われています。水に強く軽いことから仏花と

して幅広く用いられるとともに、過去においては船の

材料として多く使われました。 

 

中播磨の行ってみたいこんなところをご紹介 

～NO.3 県下最大・天然記念物である 

 笠形寺のコウヤマキを訪れて～ 

 
 

 

 

現在、笠形寺の境内にあるコウヤマキは、明治 21 年、庫裡が火災に見舞われ全焼し、

コウヤマキの幹にも火の手が及び大きな被害を受けましたが、大正・昭和の時代を経て復

活し、焼けたであろう幹から力強く芽を出して繁茂し生命力を発散しています。 

繁茂し生命力を発散しているコウヤマキから、私たちが取材し編集している Ｗa’Wa’Wa

の情報誌の語源となっている、「人のＷａ（輪）、平和のＷａ（和）、話のＷａ（話）など限

りないＷａに出会いたい」を感じとることができました。 

取材にあたって、応援隊の一人で市川町に住んでおられる堀越さんに市川町の観光協会

と連絡を取っていただき、津田吉隆観光協会事務局長さんに寺の岡本亮道住職さんと連絡 

 

 

を取っていただいて、局長さん自ら職務の合間を縫って

現地まで案内してくださるなど、多くの方々のご協力に

より、心温まる取材と楽しいひとときを過ごすことがで

きました。 

笠形寺は、普段は森林浴を浴びてひっそりとたたずん

でいますが、元旦などの祭事には多くの人が参拝される

ようです。本堂には文化財である平安時代の多くの仏像

が安置され、温かく見守っておられるように感じました。 

最後になりましたが、津田事務局長様、笠形寺の岡本

住職様に厚くお礼申し上げるとともに、このような機会

を通して、人と人との輪が広がっていくことを心より願

っています。取材終了後、市川町の名所の一つである岩

戸神社にも案内していただきました。  

本当にありがとうございました。 

【生活創造応援隊】 

今宿 育代 ・ 植原 邦子 ・ 清水 廣子 
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消費生活情報  ～くらしに役立つ情報をお届けします～ 

～ 今年度も私たち応援隊をよろしくお願いします！ ～ 

私たちは平成２８年度「生活創造応援隊」です。 

中播磨地域の話題や情報を提供していきます！よろしくお願いします。 

井上 貴之（姫路市）・上林 俊明（姫路市）

植原 邦子（姫路市）・大野 律子（姫路市）

小國 冷子（福崎町）・小山内由美子（姫路市）

木村 孝子（市川町）・木村利惠子（姫路市）

髙野 雅一（姫路市）・児嶌和代子（姫路市）

後藤満里子（姫路市）・清水 廣子（姫路市）

田中 初美（福崎町）・谷中 雅子（姫路市）        

             以上 1４名 

 

電力の契約変更は慎重に  

～ 電力小売全面自由化がスタート ～ 
 
  平成２８年４月１日より、電力小売の全面自由化が始まりました。 

様々な事業者が料金プランを提示しており、また新たな事業者の参入も 

ある中、代理店と偽った営業行為や説明が不十分な営業行為などの事例が 

発生しています。 

  訪問販売・電話勧誘販売で新料金の申込みをした場合、８日以内であればクーリング・オフ

が可能ですが、契約前に以下の点を確認しましょう。 

 

 
 
１．契約先は国の登録を受けた「小売電気事業者」ですか？ 

２．契約の内容は？（契約期間、毎月支払う電気料金、解約時や割引の条件など） 

３．停電など、困った事態が発生した場合の連絡先は？ 
 

 
電気の小売供給契約を締結するに当たり、不審なことなどがあれば、経済産業省 

電力・ガス取引監視等委員会の相談窓口（ ）、または、お住まい 

の消費生活相談窓口にご相談ください。 

 

 

 

契約前の確認点 

 

 

 

消費者ホットライン ☎ １８８（いやや！） ※  
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コミュニティ応援隊（専門家・アドバイザー）を派遣します！ 

子育て・食・福祉・環境などのグループ活動ための勉強会などに、あらかじめ登録された

さまざまな専門家やアドバイザーを派遣します。 

・アドバイザーの謝金は中播磨消費生活創造センターが負担します。 

・グループ登録により、センターの会議室等が使えます。 

・予算に限りがありますので、ご希望に添えない場合もあります。 

 

詳細は中播磨消費生活創造センター 

（  担当：大塚）までお問い合わせください。

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

兵庫県中播磨消費生活創造センター 
〒670-0947 姫路市北条１－９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階 

【電話】   【ＦＡＸ】

【Ｅメール】  

 【消費生活相談】  月曜日～金曜日  9:00～12:00 13:00～16:30 

【ホームページ】

※ホームページでご覧になると、カラー版でお楽しみいただけます。 

 
 

商品テスト体験学習会 募集中！  
 

生活科学総合センターでは、消費者自らが商品テストを 

体験しながら学ぶことのできる「商品テスト体験学習会」を 

実施します。 

 生活科学総合センターから、テスト機器を持参し、「商品テスト専門家」を 

派遣します。是非ご活用を！ 

  

          

【問合せ・申込み先】 

 兵庫県生活科学総合センター 「商品テスト体験学習会」担当 

  TEL： ／ FAX：  

 

メニュー例  

食品の合成着色料 紫外線防止グッズは 

本当に効果があるの？ 

おいしい水ってどんな水？ 

～高度・残留塩素の測定～ 

食用油の変質度 

（簡易法） 

講師謝金・交通費 

無料 

家電製品の 

安全な使い方 




